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概要図表 6 2040 年の社会像を実現するためのシナリオ概要～各グループの検討結果 

 

シナリオ ①経済進展×分散 ②経済進展×集中 ③経済停滞×分散 ④経済停滞×集中 

Humanity A- 

変わりゆく個人

の生き方 

<経済進展×個人・多様性> 

未来型多様化社会 

技術の進展により汎用人

型ロボット（サイボーグ）が

実装される。感覚の伝達

技術、感情や性格までも

抽出し、機械に移植する

技術が現実となっている。

視覚映像や聴覚音声を

丸ごと記録するデバイス

ができ、AI はそれらの情

報を基に人間の重要な決

断をサポートしてくれる。 

<経済進展×社会・連帯> 

未来型連帯社会 

技術の進展により汎用人

型ロボット（サイボーグ）が

実装される。バーチャルな

地域コミュニティとコミュニ

ケーションするプラットフォ

ームが整備されている。

美しさを数値化する科学

技術、美術品の保護、復

元技術、質感評価システ

ムが実現している。ベーシ

ックインカムの公正な運用

を担保する技術が進展し

ている。 

<経済安定×個人・多様性> 

江戸型多様化社会 

モノよりも「やり方」で生活

を便利にして、「幸福感」

を追求する社会となって

いる。多幸感の分子メカニ

ズムの解明とコントロール

技術が発達し幸福度可視

化アプリができている。ス

トレスの科学的評価や価

値観多様化教育がなされ

ている。 

<経済安定×社会・連帯> 

江戸型連帯社会 

より連帯的活動に重点が

置かれる社会が構築され

ている。コミュニティ全体

での子育て支援、協力型

経済、地域社会活用、養

子制度が活用されてい

る。通貨ではなくサービス

交 換 概 念 が 重 視 さ れ 、

GDP に変わる評価体系が

できている。医療では、痛

みを克服する技術が開発

されている。 

Humanity B- 

変わりゆく暮ら

し・コミュニティ 

<データ×個> 

データマイニングによる産

業創出社会 

あらゆるセンサが実社会

の様々な箇所に散りばめ

られ、ヒト・モノ・環境など

ありとあらゆるデータを常

に集約・分析している。ニ

ーズに合わせてそれらデ

ータを最適活用し、デー

タの価値化、商品化、産

業化、また個人のマネジメ

ントのサポートなどが進ん

でいる。 

<データ×コミュニティ> 

データがリアルとつながる

社会 

宇宙旅行など一部の人し

かできない体験も、センシ

ングや VR/MR 技術の進

展で追体験できるようにな

る。また、宗教感や古代

人の心境など、五感で感

じるリアルな体験も伝えら

れるように。体験をコンテ

ンツとしたプラットフォーム

ビジネスが進んでいる。 

<人×個> 

幸福につながる分散社会 

多様な価値を理解、認め

合い、個人の“幸福”を求

め、自分の価値を追求で

きる社会が形成されてい

る。そこでは“幸福”の新

たな価値観や指標が提示

されている。新たな社会で

自己をプロデュースできる

人間性や力を身につける

新たな教育制度も確立さ

れている。 

<人×コミュニティ> 

ネオ・長屋社会 

「モノは所有ではなくシェ

アする」時代になってい

る。デジタル技術等の進

展で、国境や文化、言語

など地理や文化的な制約

が取り除かれ、多様なコミ

ュニティに所属するように

なる。新たな互助コミュニ

ティとしてネオ・長屋が形

成されている。 

Inclusive- 

インクルーシブ

社会 

AI・ロボットと人がつなが

り、進化を続ける社会 

AI やロボットの発展によ

り、パーソナライズされた

きめ細かいサービスが提

供され、多文化社会、価

値観の多様化した社会を

支えている。 

高効率な Creation 社会 

集中により生じた余裕を

科学技術への投資に回

し 、 技 術 立 国 日 本 が 復

活、創造性の高い社会と

なっている。多様な人が

集中して生きていくための

技術として、感性に関わる

技術が発達している。一

方、取り残される地域な

ど、集中によって失われる

多様性もある。 

熟成社会 

伝統・エコ意識・地産地消

などが重視され、ある程度

の生活レベルが保たれた

持続可能な社会となって

いる。コミュニティで伝統

を大切にし、地域の多様

性が保たれている。 

にっちもさっちもいかない

社会 

生き残りのため集中化で

コスト低減を図り、ミニマム

コストで社会が運営されて

いる。集中せざるを得ない

状態で、コストのかさむ多

様性への対応は実現でき

ていない。人材は海外流

出してしまった。 

Sustainability- 

持続可能性 

フラクタル先進都市 

適度なサイズの都市が全

国に点在し、人々は郊外

で自然と共存し暮らしてい

る。研究開発投資の増大

による技術革新により、地

域のエネルギーをまかな

う分散型エネルギーシス

テムや、食料も地産地消

やオンデマンド供給シス

テムが普及し、各種資源

消費は最適化されてい

る。 

ワンストップ省エネ都市 

人々は多様な世代が高層

ビル街に集まって暮らして

いる。近隣には、医療・健

康管理・スポーツジムや

教育施設、あるいは、食

料や衣類などが買物でき

る施設などがあり、生活に

関わる様々なことをワンス

トップで済ますことができ

る。 

グローカル先進都市 

適度なサイズの都市が全

国に点在し、人々は郊外

で自然と共存し暮らしてい

る。ワークシェアリングや

休日分散が定着し、働き

方や余暇の活用など、人

の生活スタイルは大きく変

わり、心にゆとりを持って

いる。リサイクル技術や環

境保全技術は、地域発の

グローカル新産業として

芽を出しつつある。 

シェアリング省エネ都市 

人々は多様な世代が高層

ビル街に集まり、様々なシ

ェアリングシステムも機能

し、助け合って暮らしてい

る。生活に関わる様々なこ

とを街区内でワンストップ

で済ますことができ、水・

資源・エネルギーなどイン

フラが共有され効率的に

利用されている。 

＊Humanity A、B のグループ討論では、独自に軸を設定した。 

（本編図表 35～38 を基に要約） 
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3-4. まとめと科学技術の方向性 

経済の観点から、シナリオをまとめると、経済進展の場合、研究開発投資の増大により技術が大

きく進展し、人へのサポートあるいは人が代替され生活が向上している。また効率化・最適化が進

み、多様化社会に対応したきめ細やかなサービスでインクルーシブ社会が構築されている。ジャス

トサイズの都市が適度に分散し、資源の利用効率が向上している。一方経済停滞の場合は、人の

生き方が主体となり、個人の幸福度を高めている。また、持続可能な資源利用が進められている。 

社会の凝集性の観点からまとめると、分散の場合、適度なサイズの都市が点在し、持続可能な

社会が構築されている。多様化社会が広まり、パーソナルサービスが行き届く。一方集中の場合は、

大都市にワンストップサービスがあり、資源利用効率は最適化されている。人はデジタル技術を駆

使して連携している。そのために各種プラットフォームが構築されている。 

 

本ワークショップで作成した社会像及びシナリオから、以下の科学技術の方向性が示された。 

 AI やロボットなど先端技術による人のサポートと融合による生活の質の向上 

 五感・美・幸福度・価値観など人間の感覚の数値化・可視化による人の満足度の向上 

 データの利活用による多様化社会・パーソナル化社会への対応 

 シェアリングや人の意識改革によるエネルギー・食料など資源利用の高効率化 

 時空を超えたコミュニケーションや多種多様なコミュニティ形成のための ICT 系プラットフォ

ームの構築 

 

4. まとめ 

本検討では、第 11 回調査のパート 2「ビジョニング」の一環で、産学官の専門家や関係者など 96

名が参加するビジョンワークショップを開催し、2040 年に目指すべき社会について検討を行った。

次いで、パート 2 のケーススタディとして、ビジョン取りまとめ及び後の工程への示唆を得ることを目

的として、公益社団法人応用物理学会との共催によりシナリオワークショップを開催し、将来社会

像の具体化を試みた。 

ビジョンワークショップでは、将来社会の目指すべき方向性について議論を行った。導出された

50 の将来社会像は、Humanity、Inclusive、Sustainability、Curiosity の四つのキーワードに集約さ

れた。これらは、将来社会像の基底にある価値観であり、科学技術発展の視点を提供するものと言

える。 

シナリオワークショップでは、ビジョンワークショップの議論を出発点として、将来社会像の補足、

シナリオ作成、関連科学技術・システムの抽出を行った。目指す将来社会像として、科学技術がも

たらす拡張された社会と人間本来の価値の尊重された社会の二つの方向性が共有され、併せて

科学技術と人間の共存のための管理システムの必要性も示唆された。 




